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玄

覚

堂

叢

書

民
的
玄
覚
居
士
輯

民
顔
三
十
年
六
月

景

印

本

∵
首
二
十
瀞

定
償
金
四
青
柳

韓
者
の
玄
党
居
士
が
何
人
で
あ
る
か
は
知
ら
な
い
｡
序
に

｢予
究
心
功

史
､
庵
騎
文
献
不
足
徴
1

有
志
接
辞
遺
伏
'
座
敷
十
年
相
乗
巳
､
求
之
冷

＼

凍
､
僻
之
故
家
,
併
得
珍
砧
､
不
千

二
青
倉

-

L
と
育
っ
て
居
る
が

在
安
の
幕
藩
か
ら
は
さ
う
い
ふ
人

は
存
在
し
な
い
､
只
稀
潮
音
を
蒐
印
し

た
ま
で
だ
と
育
っ
て
木
た
'
窺
ひ
て
穿
匙
を
加

へ
す
T

玄
冥
の
鹿
に
居
る

人
7
3

㌢

-
｡
三
か
0
.
1
は
-

の
膏
-

が
ぁ
る
･
雷

に
は

｢
庚
辰
六
月
印
行
｣
と
あ
る
が
､
庭

附
で
は

三
十
年
六
月
上
海
で
印
刷
さ

れ
一息
居
る
,.
傍
線
の
故
も
あ
っ
て
､
明
朝
に
槻
す
る
史
籍
を
飼
稗
す
る
こ

と
は
社
務
も
盛
ん
で
あ
-
'
荊
舵
逸
史
'
明
季
稗
史
喪
桐
~
勝
朝
遺
草
等

或
は
封
的
楯
の
晩
明
史
籍
考
と
い
っ
た
頬
が
あ
る
の
で
あ
る
が
'
此
の
叢

書
に
牧
め
ら
れ
た
三
十

)
種
は
､
姶
ん
ど
明
人
の
撰
で
､
清
朝
の
染
着
を

含
む
稀
親
書
と
し
て
'
且
叉
有
用
の
書
を
存
す
る
と
い
ふ
鮎
で
見
逃
す
こ

と
の
出
水
な
い
も
の
で
あ
ら
う
O
叢
書
で
は
あ
る
.i
.
連
綿
問
題
が
中
心

で
あ
-
､
礎
夷
､
連
防
か
ら
､
軍
政
､
ひ
い
て
は
兵
術
､
兵
器
に
的
す
る

も
の
で
､
併
せ
て
魔
法
'
滑
蓮
､
法
制
等
の
も
の
が
あ
る
｡
入
手
に
凶
#

な
鮎
も
あ
る
か
と
は
息
ふ
が
'
門
外
瑛
で
あ
る
か
ら
内
容
に
立
入
る
こ
と

は
差
軽

へ
て
､
略
～
子
日
を
列
拳
す
る
に
止
め
よ
,f>
O.

叢
書
中
唯

1
の
元
入
堺
で
あ
る

｢
観
音
鴻
詑
原
盤

1
奄

元
求
道
宗
撰
｣

は
往
古
よ
-
成
浮
ま
で
の
掌
南
の
方
城
取
薮
等
を
記
し
た
も
の
､
末
に
楊

代
の
政
が
あ
る
が
､
奮
記
に
操
っ
た
と
い
ふ
槻
幌
の
鴻
載
記
は
こ
れ
と
俺

か
な
が
ら
文
句
を
同
じ
-
す
る
所
も
あ
る
.｢朝
鮮
非
番

1
巻

明
車
越
撰
｣

は
由
庫
全
書
旭
日
の
存
目
に
往
昔
す
る
迅
-
朝
鮮
収
の
自
注
の
文
を
好
事

者
が
蒐
錬
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
.
法
の
世
で
あ
る
上
に
舵
も
併
せ
引
i

t
節
も
あ
る
O
但
し
こ
れ
は
四
庫
の
見
る
断
と
輿
-
卯
に
舞
池
付
雑
著
と

な
っ
て
屠
場
.
朝
鮮
俄
は
常
碁
盤
の
正
徳
刊
本
な
ど
は
め
る
も
の
の
t
.港
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轟
轟
音
中
心
収
め
ら
れ
た
の
は
'
八
千
奄
榛
の
背
抄
本
に
擦
っ
た
駁
の
で

脆
落
錯
誤
が
多
-
､
嘉
詰
め
此
の
書
に
よ
っ
で
明
か
に
な
る
鮎
も
少
し
な

い
｡
担
庫
提
要
に
'
明
史
の
朝
鮮
博
と
背
合
す
る
こ
と
と
､
堅
空
に
あ
ら

ざ
る
こ
と
を
稀
揚
し
て
居
る
が
'
使
臣
と
し

ての
自
我
に
基
づ
き
'
朝
潮

科
挙
､
民
俗
~
地
形
､
宮
殿
'
偽
線
､
飲
食
等
に
つ
い
て
平
明
清
新
な
記

盛
で
あ
る
｡

｢
北
秋
順
義
王
俺
答
謝
表
｣
降
魔
五
年
五
月
俺
答
等
の
巨
富

表
文
で
あ
る
｡
｢葡
薬
八
巻

明
楊

1
葵
供
｣
爽
秋
に
つ
い
て
よ
-
引
か
れ

る
発
向
高
の
四
夷
考
と

内
容
に
多
寡
は
あ
る
も
の
の
七

会
-
同
じ
で
あ

る
｡
ど
ち
ら
が
凍
っ
た
か
或
は
別
に
揺
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
､
薬
､
楊

典
に
同
時
の
人
で
あ
る
が
高
藤
四
十
三
年
の
刊
本
と
い
ふ
鮎
急
-
見
れ
ば

此
の
方
が

E
I夷
考
の
後
に
世
に
出
た
や
-
で
あ
る
0
｢
交
衝
動
牢
番
略
四

奄

明
菜
萱
輯
｣
首
に
交
南
娼
域
園

･
穐
州
府
娼
域
問
を
載
せ
寮
靖
二
十

八
年
二
十
九
年
の
絶
骨
の
秦
疎
を
降
し
た
も
の
､
婦
々
と
し
で
斬
首
級
を

敦

へ
る
あ
た
-
明
人
の
特
徴
で
あ
ら
-
.
｢
安
南
凍
威
固
瀞
三
奄

韓
略
三

●

春

明
炎
天
錫
輯
｣
は
寮
靖
中
江

1
桂
が
､

建
撃
の
知
鯨
と
し
て
治
績
を

上
げ
､
或
は
安
繭
玉
英
資
膚
を
投
降
せ
し
め
た
経
撫
仁
政
を
樹
示
し
､
組

係
文
書
を
蹄
鉄
し
た
も
の
で
あ
る
｡
｢
九
逮
固
詮
不
分
巻

明
雀
費
等
撰
｣

世
に
行
は
れ
る
評
論
の
九
藩
閥
緬
､
及
び
魂
塊
の
九
連
考
に
次
ぐ
も
の
で

あ
る
.

｢
宜
大
山
西
三
銀
聞
詑
三
奄

明
楊
時
率
等
輯
｣

｢
開
原
陶
撃

壷

.

明
鵜
攻
撰
｣
明
恵
に
は
大
同
鏡
閲
読
だ
け

著
銀
Tn
れ
て
ゐ
る
｡

｢皇
輿
考

十
二
番

明
求
天
復
撰
｣
自
序
に
は
関
本
志
略
を
取
っ
て
柵
N
詳
定
を
加

′

へ
た
と
あ
る
が
､
四
帖
は
布
目
に

其の

大
意
明

一
統
革
の
矢
を
規
寸
に
あ

り
と
育
っ
て

ゐ

る
0
｢
漁
港
何
番
二
番

明
呉
伸
撰
｣
四
価
は
布
目
に
銀

し
､

明
志
は
黄
金
と
し
て
居
る
が

序
に
よ
っ
た
も
の

で
あ

る
.

r,海
津

薪
孝
三
奄

明
染
夢
龍
撰
｣
明
志
に
著
錬
し
て
ゐ
る
が
､

潜
遭
'
捷
径
､

ロ
岸
､
里
数
､
日
程
､
滞
泊
､
腐
造
船
式
､
泰
碁
船
工
､
海
防
等
に
至
る

ま
で
稗
JJ
僻
っ
た
記
載
で
あ
る
.
｢
誇
司
聴
掌
十
番

明
朗
名
撰
｣
沈
家
本

の
統
語
が
巻
首
に
あ
る
､

明
藩
に
諸
司
聴
輩
十
魯

沸
武
中
躍
尊
等
碗
と

あ
る
が
比
の
背
吏

･
戸

･
碓

･
兵

･
刑

1
エ

･
都
寮
院

･
通
政
司

･
大
理

専

･
五
軍
都
督
府
師
事
官
の
十
町
｡

一
門
を

1
枚
と
す
る
が
故
に
十
番
と

い
ふ
と
育
っ
て
ゐ
る
｡
｢
漕
船
志
八
巻

明
輝
書
撰
'
明
朱
家
相
や
修
｣
序

に
滞
船
志
は
席
氏
之
を
創
む
と
い
ふ
が
､
確
置
､
秦
便
､
船
絶
､
料
解
'

公
署
､
骨
層
､
入
校
､
法
例
､
義

軍
'
轟
文
に
亘
っ
て
酪
連
す
る
､
明
藩

I

に
は
別
に
滞
尊
に
海
連
銀
を
著
錬
し
て
ゐ
る
.
｢
繭
建
避
司
志
十
六
番

明

江
大
蛇
等
撰
｣
寮
埼
三
十
年
編
の
三
琴
本
を
槍
修
L
L
'も

の

で
あ

る
?

｢
萄
京
河
林
志
六
番

明
周
鹿
賓
撰
｣

｢
皇
瑚
馬
政
記
十
二
巻

明
楊
時
衛

撰
｣
共
に
明
Q
.

四
庫
に
著
錬
き
れ
て
ゐ
る
.

｢
昭
代
玉
章
六
簡
明
熊
嶋

岐
輯
｣
洪
武
十
八
年
頒
布
の
律
文
を
載
せ
､
上
段
に
珪
簿
し
た
も
の
で
あ

もー

ち
.
｢
兵
都
岡
寧
夏
案

一
審
｣
明
史
曾
銑
博

(啓
二
首
西
)
は
こ
れ
に
よ
っ

て
表
裏
明
か
に
な
る
｡

｢
刑
部
開
寧
立
案

一
巻
｣

は
正
徳
十
六
年
.3LY
凍
平

定
後
の
始
末
で
為
る
.
｢
紳
器
譜

1壷

紳
怨
譜
或
問

一
番
由

租
士
析
排
｣

倭
寵
に
対
し
て
銃
の
構
造
､

操
法
を
詑
い
た
も
の
で
あ
る
O
｢
明
朝
小
史

十
八
巻

明
呂
潜
撰
｣

四
庫
心
安
の
明
海
史
五
巻
を
苛
政
し
て

｢
凍
抵
冗
J

砕
狼
邸
､
不
足
嫁
焦
典
要
｣
と
い
っ
て
ゐ
る
が
､
此
の
書
も
供
境
線
よ
り

弘
光
紀
に
至
る
謬
難
事
､
'大
抵
冗
砕
毅
郎
な
る
も
の
で
あ

る
.

乾
隆
連

破
書
の

l
o
｢
皇
明
帝
后
鹿
略

山
雀

明
邸
竃

撰
｣
四
庫
別
史
瓶
存
8
0
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｢
高
科
考

一
巻

明
閑
名
稗
｣
O
｢
束
夷
考
略
不
分
巻

明
茅
瑞
徴
撰
｣
女
直

通
考
､
海
西
安
鮭
考
､
建
州
女
直
考
に
分
も
'
遼
東
~
開
城
~
開
腐
控
呼
､

外
項
､

滞
鯵
､

遼
陽
､

庚
寧
海
運
銅
達
等
の
誇
園
を
附
し
た
も
の
で
み

る
｡
楽
音

の
一
｡
｢
経
世
急
切
時
務
九
十
九
番
十
番

明
額
季
亨
撰
｣
書
中

の

｢奴
酉
｣
｢達
し
｢
奴
地
｣
｢
水
嚢
｣
等
の
語
は
墨
筆
で
抹
殺
し
て
あ
る

が
､
題
す
る
通
-
経
世
急
切
時
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
O
九
十
九
帝
と
叱

書
中
の
九
十
九
籍
を
放
て
首
ふ
O
｢
達
意
二
番

附
澄
萌
略

一
巻

陳
論
難

詠

一
巻

明
糞
鰐
撰
｣
こ
れ
も
清
朝
の
興
起
に
際
し
て
奏
疏
､

輯
招
論
を

I

輯
し
た
も
の
で
あ
る
｡
禁
書
の

一
た
る
は
首
ふ
よ
で
も
な
い
O
｢
束
事
番

]
奄

明
郭
消
撰
｣
帯
解
末
年
よ
-
天
啓
二
年
に
至
る
ま
で
遼
串
を
菱

へ

て
乾
い
た
も
の
で
あ
る
｡
｢
甲
中
絶
串
十
三
番

明
蒔
夢
龍
韓
｣
晩
明
史
籍

考
に
見
え
る
｡
但
し
抄
本
に
よ
っ
て
十
四
巻
と
な
っ
て
ゐ
る
が
1
十
三
奄

と
す
べ
-
'
輿
同
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
Q
｢
蹴
鞠
小
詑
六
番

新
鹿
泣
入

撰
｣
巻
末
に
は
孤
忠
英
中
西
戦
糊
小
史
と
題
L
J.
宮
蛾
出
奔
詞
を
附
錬
し

て
居
る
.
呉
三
桂
､
拳
闘
を
卒
げ
る
の
始
末
で
あ
る
.
〔倉
潤
滑
之
助
∪
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